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前
号
で
、
西
脇
の
天
神
社
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。
中
世
の
神
仏
習
合
思
想
に
伴
っ
て
、
お
寺
と
神
社
の
運

営
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
現
代
の
人
が
理
解
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
明

治
維
新
以
後
、
神
仏
分
離
が
行
わ
れ
、
国
家
神
道
時
代
と
い
う
経
過
を
経
て
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
後
の
混
乱

期
・
高
度
経
済
成
長
・
科
学
技
術
の
発
展
と
と
も
に
神
仏
に
対
す
る
国
民
の
宗
教
的
感
覚
が
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。 

上
地
図(

ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
を
も
と
に
水
路
な
ど
を
挿

入)

に
よ
れ
ば
、天
神
神
社
の
北
に
区
画
の
特
徴
的
な
場
所

が
あ
る
。(

安
養
寺
推
定
場
所)

そ
の
前
を
水
路
が
天
神
神

社
を
巡
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
ま
た
、
東
は
水
田
で
旧
飛

騨
川
跡
で
、
一
段
低
く
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

佐
合
氏
の
米
田
物
語
と
併
せ
て
考
え
れ
ば
こ
れ
が
安
養
寺

の
跡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
安
養
寺
は
天
神
社
と
習
合
し

て
い
た
が
、
神
仏
分
離
の
影
響
で
天
神
社
が
残
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
付
近
に
薬
師
寺
と
い
う
地

名
が
あ
り
、
こ
こ
で
安
養
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
薬
師
如
来

が
、
光
徳
寺
境
内
に
移
転
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
「
西
脇
」
と
い
う
大
字
に
つ
い
て
少
し
考
え
て

み
た
い
。
美
濃
国
加
茂
郡
誌
に
よ
れ
ば
、
土
地
の
位
置
か

ら
く
る
地
名
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
確
か
に
、
下
米
田
地
区

の
「
西
」
に
あ
り
、
小
山
・
東
栃
井
・
今
・
為
岡
に
接
す
る
。
「
脇
」
わ
き
は
、
側(

そ
ば)

と
い
う
意
味
を
示

す
こ
と
か
ら
本
体
の
、
あ
る
い
は
中
心
か
ら
み
て
の
側(

そ
ば)

、
す
な
わ
ち
下
米
田
の
中
心
か
ら
西
に
は
ず
れ

た
側
に
あ
る
場
所
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
も
し
こ
れ
が
、
飛
騨
川
の
側(

そ
ば)

と
い
う
な
ら
西
と
い

う
概
念
は
で
て
こ
な
い
。 

 
 

濃
州
徇
行
記
に
よ
る
記
述 

 
 

「
西
脇
村
は
、
飛
騨
川
の
側
に
あ
っ
て
、
村
は
南
北
に
長
く
農
業
が
中
心
で
あ
る
。
他
村
に
出
作
り
す
る
農
家
も

多
く
、
豊
か
と
は
い
え
な
い
。
竹
林
が
続
き
、
平
坦
地
で
あ
る
こ
の
村
は
日
当
た
り
は
良
好
で
あ
る
。
土
地
は
砂
混

じ
り
で
、
村
の
東
に
水
田
が
あ
る
。
こ
の
水
田
は
池
に
よ
る
灌
漑
用
水
で
あ
る
。
段
丘
崖
下
に
は
沼
田
が
見
ら
れ
、

裏
作
は
少
な
い
」  

と
さ
れ
て
い
る
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


